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水
道
民
営
化
法
案
と
呼
ば
れ
た

水
道
法
改
正
案
が
可
決
成
立

吉
村
　
和
就

轍職
樹
黙
叩
鱗
｝

自
治
体
が
水
道
事
業
の
運
営
権
を
民
間
企
業
に
売
却
す
る
コ
ン
セ
ツ
シ
ョ
ン
方
式

（公
設
民

営
）
を
導
入
し
や
す
く
す
る
内
容
を
含
ん
だ
水
道
法
の
改
正
案
が
十
二
月
六
日
怒
号
の
中
、
衆
院

本
会
議
で
可
決
成
立
し
た
。
提
案
理
由
は

「水
道
事
業
の
基
盤
強
化
」
で
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
水

道
事
業
の
立
て
直
し
を
狙
う
。　
一
方
野
党
側
は
民
間
に
任
せ
る
と

「
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
料
金
の
高

騰
、
水
質
の
悪
化
、
災
害
時
の
対
応
」
な
ど
に
懸
念
が
あ
る
と
強
く
反
対
し
て
い
た
。́
反
対
派
は

海
外
で
の
水
道
事
業
民
営
化
の
失
敗
例
の
み
を
提
示
し
、
日
本
国
内
の
水
道
の
現
状
を
理
解
し
て

い
な
い
ま
ま

「絶
対
反
対
」
と
唱
え
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
も

「
こ
れ
で
も
か
」
と
言
う
ほ
ど
ネ
ガ

テ
ィ
プ
な
意
見
を
溢
れ
さ
せ
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
水
道
法
改
正
な
の
か
、
国
や
政
治
家
の
責
任

は
な
い
の
か
、
こ
こ
に
日
本
の
水
道
の
現
状
と
、
法
案
成
立
後
の
や
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
い
。

一
．

日
本

水
道

の
現
状

認
識

（水

ボ
ケ

日
本

！
）

日
本
の
水
道
普
及
率
は
九
八
％
、
国
連
加
盟
圏
百
九
十
三
カ
国
で
蛇
圏
か
ら
飲
め
る
水
道
は
、

わ
ず
か
十
六
カ
国
、
世
界
で
も

っ
と
も
安
全
安
心
な
日
本
水
道
だ
。
さ
ら
に
漏
水
率
、
世
界
で
は

三
〇
卜
画
〇
％
だ
が
、
日
本
は
全
国
平
均
七
％
以
下

（東
京
都
は
三
％
以
下
）
世
界
で
最
も
完
成

さ
れ
た

「水
道
シ
ス
テ
ム

。
日
本
」
と
国
際
的
に
も
評
価
が
高
い
。
（私
の
勤
務
し
て
い
た
国
連

で
も
高
く
評
価
さ
れ
た
）

し
か
し
、
そ
の
水
道
の
実
態
は

ｏ
人
口
減
少
、
節
水
機
器
の
普
及
で
料
金
収
入
の
減
少

（こ
の
十
年
で
二
十
億
円
減
少
）

・
水
道
事
業
の
有
利
子
負
債

（借
金
）
八
兆
円
、
年
間
の
水
道
料
金
収
入
二
兆
二
十
億
円
な
の
で
、

年
々
借
金
が
積
み
あ
が
っ
て
い
る
。
全
国
の
水
道
事
業
体
千
三
百
八
十

一
の
三
割
が
赤
字

（赤
字

分
は

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
）
水
道
な
の
に

「火
の
車
」
状
態
で
あ
る
。
さ
ら
に

・
水
道
施
設
の
老
朽
化
の
加
速
、
耐
震
化
、
大
災
害

へ
の
対
策
で
多
額
な
費
用
捻
出
が
必
要

地
球
温
暖
化
の
加
速
に
よ
り
水
の
大
災
等
頒
発

（洪
水
で
浄
水
場
水
没
、
断
水
被
害
）

・
水
道
技
術
者
の
高
齢
化
、
定
年
退
職
の
増
加

（三
十
年
前
八
万
人
、
現
在
四

・
五
万
人
以
下
に
）

給
水
人
口
五
万
人
以
下

（全
体
の
約
七
割
を
占
め
る
）
の
経
営
状
態
は
三
割
の
自
治
体
で
赤
字
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
黒
事
に
見
せ
か
け
て
い
る
自
治
体
も
多
く
、
隠
れ
赤
字
自
治
体
は

約
五
割
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
水
道
技
術
の
継
承
も
問
題
で
あ
る
。

水
道
は
地
域
特
有
の
条
件
が
あ
り

（水
源
、
気
候
、
人
口
、
産
業
、
水
需
要
な
ど
）
、
い
わ
ば

経
験
工
学
の
集
大
成
で
あ
り
、
地
域
に
密
着
し
た
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
、
技

術

・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
氷
が
で
き
な
く
な
る
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
百
年
水
道
を
考
え
る
な
場

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
よ
り
人
材
育
成
が
急
務
で
あ
る
。

つ
ま
り
日
本
水
道
の
現
状
、　
正
一一間
で
い
つ
と

「
カ
ネ
、
モ
ノ
、
ヒ
ト
が
同
時
多
発
的
に
失
わ
れ
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さ で
を い
忘 る
れ L゛ぉ

日
本
人
は
、
日
の
前
の
蛇
園
か
ら
常
に
安
全

・
安
心
な
水
が
出
て
く
る
こ
と
の
大
切

湯
水
の
ご
と
く
使
い
、
い
わ
ゆ
る
水
ポ
ケ
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

二
，
な
ぜ

こ
う

な

っ
た

の

か

！
　

政
治
家

の
責
任

は
な

い
の
か

明
治
二
十
年
　
横
浜
で
近
代
水
道
が
完
成
し
、
官
の
主
導
に
よ
り
全
国
水
道
が
普
及
し
た
。
戦

後
昭
和
三
十
二
年
六
月
に

「水
道
法
」
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
後
人
口
増
加
と
経
済
の
発
展
に
よ
り

水
需
要
が
急
激
に
増
加
し
、
ど
ん
ど
ん
浄
水
場
や
パ
イ
プ
を
敷
設
し
、
そ
の
料
金
収
入
も
増
加
し

た
、
っ
ま
り
右
尉
上
が
り
の
状
態
が
長
く
続
き
、
そ
の
対
応

（計
画
、
建
設
、
維
持
管
理
）
に
邁

進
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
人
口
減
少
が
平
成
二
十
二
年

（二
〇

一
〇
年
）
を
ピ
ー
ク
に
減
り
は
じ
め
、

昨
年
は
三
十
七
万
人

（
一
人
年

一
月

一
日
総
務
省
統
計
）
減
少
し
た
。　
一
方
、
水
道
給
水
量
や
料

金
収
入
は
二
〇
〇

一
年
を
ピ
ー
ク
そ
れ
以
降
、
毎
年
減
少
し
て
い
る
。
人
自
減
少
は
、
以
前
か
ら

語
ら
れ
て
い
た
が
、
政
府
や
自
治
体
は
人
口
減
少
、
収
入
減
少
に
伴
う
水
道
行
政

「
国
民
に
対
す

る
情
報
公
開
や
将
来
施
策
や
老
朽
化
対
策
な
ど
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
こ
な
か
つ
た
。

・
政
治
家
の
責
任
は

水
道
法
改
正
に
伴
い
、
反
対
派
と
賛
成
派
の
水
か
け
論
が
沸
騰
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
な
ぜ

水
道
民
営
化
に
よ
り

「
民
間
資
金
と
智
慧
の
導
入
す
べ
き
事
態
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
議
論
と

分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

冷
静
に
考
え
る
と
政
府
や
自
治
体

（発
注
者
）
に
こ
そ
責
任
が
あ
り
、
水
道
事
業
百
年
の
持
続

可
能
性
を
考
え
て
こ
な
か
つ
た
が
主
因
で
あ
る
。
平
成
の
大
合
併
の
時
、
自
治
体
数
が
半
減

（約

千
八
管
）
し
た
が
、
合
併
区
域
内
の
水
道
料
金
格
差
の
解
消
は
、
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
す
べ
て
先

送
り
等
れ
た
。
毎
日
現
金
が
入
っ
て
く
る
が
、
将
来
構
想
無
き
ま
ま
に
資
金
、
技
術
、
ヒ
ト
、
を

含
む
情
報
が
か
み
合
わ
ず
、
水
道
事
業
が
た
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て
き
た
の
だ
。
つ
ま
り
政
治
家
や

自
治
体
の
長
の
無
策
の
結
果
、
現
在
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
の
だ
。

・
水
道
事
業
管
理
者
の
責
任
は

厚
生
労
働
省
は

「水
道
事
業
と
は
地
方
自
治
体
の
責
務
で
あ
り
、
地
方
公
営
企
業
法
に
の
っ
と

り
、
し

っ
か
り
や
れ
！
」
と
号
令
の
み
。
し
か
し
前
述
の
ご
と
く
疲
弊
し
た
地
方
自
治
体
に
は
、

資
金
も
人
材
も
、
す
べ
て

夕能
力
な
し
夕
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
民
間

へ
の
部
分
委
託
、
包
括
委
託

は
、
以
前
か
ら
行

っ
て
い
る
が
、
議
会

へ
の
報
告
は

「役
所
が
や
る
よ
り
民
間
委
託
し
た
ら
、
こ

れ
だ
け
コ
ス
ト
が
下
が
り
ま
し
た
」
で
あ
り
、
単
な
る
コ
ス
ト
カ
ツ
タ
ー
で
あ
り
将
来
の
布
石
は

ゼ
ロ
で
あ

っ
た
。
水
道
管
理
者
、
昔
は
計
画

・
建
設
を
経
験
し
た
技
術
系
の
ト
ッ
プ
が
多
か
っ
た

が
、
最
近
は
事
務
系
の
管
理
者
が
多
く
、
経
営
効
率
は
上
が
っ
た
が
二
～
四
年
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

変ヽ
わ
る
た
め
に
、
カ
ネ
の
か
か
る
更
新
事
業
は
先
送
り
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
持
続
可
能
な
日
本

水
道
百
年
の
姿
は
な
か
つ
た
。

ま
た
過
去
に
は
水
道
改
革
を
言
い
出
し
た
市
長
は
落
選
し
、
逆
に
水
道
料
金
の
値
下
げ
を
要
求

す
る
議
員
が
当
選
す
る
な
ど
、
日
本
水
道
は
二
重
音
を
迎
え
た
の
だ
。

そ
の
よ
う
な
背
景
下
で
、ヽ
今ヽ
圏

「水
道
法
の
改
正
法
案
」
が
提
出
さ
れ
た
。

・
寝
耳
に
水
の
国
民

国
民
に
し
て
見
れ
ば
、
い
ま
ま
で
情
報
公
開
さ
れ
ず
。

水
道
法
の
改
正
」
が
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
な
話
題
に
な
り
、

今
回
の

「
民
営
化
法
案
か
と
い
わ
れ
る

捻
る
と
安
全

・
安
心
な
水
道
が
湯
水
の
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ご
と
く
出
て
く
る
水
道
が
こ
ん
な
壊
減
的
な
状
態
に
な

つ
て
い
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か

つ
た
の

で
あ
る
。
ま
さ
に
国
民
に
と
り

「寝
耳
に
水
」
の
状
態
で
あ

つ
た
。

・
マ
ス
コ
ミ
の
対
応
に
も
問
題
あ
り

法
案
に
は
、　
〓
醸
も

「
民
営
化
」
の
文
書
は
な
い
が
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
は
法
案
が
成
立
す
る

と

「
自
本
の
す
べ
て
の
水
道
が
民
営
化
さ
れ
る
と
、
勝
手
に
思
い
込
み
、
「
日
本
を
外
資
に
売
り

渡
す
暴
挙
」
、
「
日
本
が
売
ら
れ
る
」
、
「
料
金
が
高
騰
じ
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
国
民
が
直
面
す
る
」
、

「
日
本
水
道
の
崩
壊
で
あ
る
」
と

「
国
民
の
恐
怖
感

・
不
安
感
」
を
煽

つ
て
い
る
。
そ
こ
に
登
場

す
る
、
に
わ
か
水
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
評
論
家
、
大
学
教
授
な
ど
、
浄
水
場
さ
え
見
た
こ
と
の
無

い
人
が
、
ネ
ツ
ト
上
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
情
報

「外
資
黒
船
論
」
を
コ
ピ
ペ
で
論
じ
て
い
る
主
張

が
閥
歩
し
て
い
る
。

三
．
今

後

の

日
本

水
道

ど

う

す

る

一
）
官
民
連
携
と
は

今
回
の
意
味
は
運
営
や
経
営
を
含
め
た
官
民
連
携
、
簡
単
に
言
え
ば
民
間
も
知
恵
と
資
金
を
出

し
水
道
事
業
に
主
体
的
に
か
か
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
民
営
化
と
は
全
く
関
係
な
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
官
が
ガ
バ
ナ
ン
ス

（統
治
能
力
）
を
保
ち
続
け
、
民
間
の
技
術
ノ
ウ
ハ

ゥ
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
コ
ス
ト
低
減
策
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

二
）
完
全
民
営
化
に
反
対

民
営
化
と
は
、
す
べ
て
の
水
道
事
業
を
民
間
に
任
せ
る
こ
と
で
、
海
外
で
大
き
な
問
題
を
起
こ

し
て
い
る
。
水
道
事
業
は
地
域
独
占
で
二
十
年
か
ら
五
十
年
も
や
ら
せ
る
と
、
必
ず
値
上
げ
と
サ

―
ビ
メ
低
下
が
起
こ
る
。
九
〇
年
代
か
ら
世
界
で
水
道
民
営
化
が
進
み
、
そ
の
結
果
多
く
の
弊
害

「
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
料
金
の
値
上
げ
、
利
益
隠
し
な
ど
」
が
横
行
し
、
■
０
０
０
年
か
ら
五
〇

一

五
年
ま
で
に
世
界
三
十
七
カ
国
で
二
百
三
十
五
の
水
道
事
業
が

「
民
か
ら
官

へ
」
つ
ま
り
再
公
営

化
が
進
ん
だ
。

今
回
の
コ
ン
セ
ツ
シ
ヨ
ン
方
式
の
最
大
の
問
題
点
は
、
水
道
運
営
権
を
民
間
に
譲
渡
す
る
の
に
、

公
的
な
監
査
機
関
の
設
置
の
項
目
が
無
い
こ
と
だ
ゃ
こ
れ
が
欠
陥

・
改
正
水
道
法
の
理
由
だ
。
つ

ま
り
法
律
で
は
自
治
体
が
管
理
監
督
、
所
有
権
を
も

つ
と
規
定
し
て
い
る
が
、
前
述
の
ご
と
く
、

自
治
体
に
は
人
も
技
術
者
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

っ
た
人
材
が
皆
無
で
あ
る
、
こ
れ
で
は
監
督
で

き
な
い
。
給
水
人
口

一
つ
五
万
人
以
下
の
自
治
体
の
専
従
水
道
局
員
は
四
人
以
下
で
あ
り
、
日
常

の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
費
用
も
捻
出
で
き
な
い
。

改
正
水
道
法
の
成
立
の
際
、
附
帯
決
議

（法
的
拘
束
力
が
無
い
）
が
採
択
さ
れ
①
国
の
財
政
支

援
、
②
大
災
害
時
の
予
算

ｏ
人
員
の
確
保
、
③
基
盤
強
化
の
人
員
の
確
保
、
④
民
間
業
者

へ
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
Φ
小
規
模
事
業
体

へ
の
財
政
的
な
援
助
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
後
は
自
治
体
が

コ
ン
セ
ツ
シ
ヨ
ン
方
式
を
採
用
す
る
か
、
し
な
い
か
で
あ
る
。

さ

い
ご

に

水
道
は
地
域
特
有
の
条
件
が
多
く
、
単
純

一
次
方
程
式
で
は
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
ず
は

住
ん
で
い
る
自
治
体
の
水
道
の
現
状
を
認
識
し
、
孫
の
代
ま
で
つ
づ
く
百
年
水
道
の
姿
を
、
自
治

体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
や
関
係
機
関
、
産
業
界
が

一
体
と
な

っ
て

一
歩

一
歩
前
進
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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